
  
    
      
    
  


		
			　その日、寒々しい北風が砂埃をあげて吹き抜ける打放しコンクリートの渡り廊下に、顔が映り込むほど冥く紅い、一輪の花が咲いた。

			

			　それは五時間目、いつものように眠気を誘う退屈な古典の授業だった。

			　カッ、カッ、カッ、と、初老の古典教師がやけに角張った字でラ変活用の已然形を板書する。

			　下手糞な詩吟のような独特の抑揚に同級生の半分がもはやまどろみの中。

			　パイプ椅子の足、ゴムキャップが床を擦る、耳障りな高い音がした。皆がそちらを向く。

			　立ち尽くす彼女は真正面を向いて、前へ被さる長い髪を掻き上げて、すう、と静かに、胸に溜めるみたいに息を吸った。

			「どうした？　……森、具合でも悪いのか？」

			

			　教師が声を掛けた。不自然に空いた間は、恐らく名前を思い出すためのもの。

			　印象の薄い少女だった。僕が彼女の名を覚えていたのは、たまたま隣の席だったからに過ぎない。

			　隣だから、今はすぐ目の前に彼女の腰があった。その細く締まった太ももが緊張にこわばっているのが、スカートの上からでも分かった。

			　僕はそれがなんだか後ろめたくて、でも彼女から目が離せなくて、ただ見つめていた。

			　彼女は何か言いたげに唇をぷるぷると震わせていた。

			　それは苦しげでも恨めしげでもなく、一番しっくりくる表現で言うと、そう、「申し訳なさそう」だった。

			　自分がこれから取る行動が、教師に、クラスメイトのみんなに迷惑を掛けるということを、想像していたからだろうか。

			


			　結局何も言わず、森さんはくるりと横を向いて、いつか映画で観たゾンビのように硬くぎこちない動作で窓のほうへと歩き出した。

			「あ……」

			　当然、クラス中の視線が彼女に集まっていた。突然の彼女の行動に戸惑っていた。

			　ぱちんと金属をはじく音。窓のロックを外す。古いゴムパッキンがガサガサになっているサッシに指を掛け、そのまま引き開ける。

			「森？」

			　教師が問い返すのも無視して、森さんは上体を「く」の字に折って、窓の外へと頭を投げ出した。

			　あっけに取られていたみんなが、彼女の意図にようやく気付いたのとほぼ同時に。

			　彼女の姿は、僕らの視界から消えた。

			　４階下の渡り廊下めがけて、頭から飛び降りたのだ。

			

			　少し遅れて、どん、と鈍い音がした。

			　尻に寒気が走る、わずかな振動があった。

			　数秒の凍り付いたような沈黙の後、最初に絶叫したのは、窓際の席の女子だった。

			　一秒も掛からずに彼女のパニック反応は教室全体に伝染した。古典の教師も含め全員が、窓際に駆け寄って渡り廊下を見下ろし、わああ、とかひゃああ、とか、意味の取れない叫び声をあげていた。

			　僕は森さんの隣の席に座っていたにも関わらず騒ぎに乗り遅れ、そのせいで、誰にも注目されずに「それ」を手にとり、制服のポケットへとしまいこむことに成功した。

			　森さんの机の上に残された、板書を書き写すには小さすぎる、黒いリング綴じのメモ帳を。

			


			　森さんは、しかし、即死ではなかった。

			　奇妙に折れ曲がった四肢は魚の活け作りのようにぴくぴくと震え、割れた頭蓋からは赤黒くドロドロとしたものが流れ出し、冷たいコンクリートを染めていた。

			　右の上靴が脱げて、どう弾んだのか、十数メートルは離れた所にある植え込みに引っかかって、ゆらゆらと揺れていた。

			　彼女が飛び降りて、おそらくは十分ほどが過ぎていた。窓という窓から学生達が様子をうかがい、校内は騒然としていた。

			　ようやく校舎から出てきた教師達は、おっかなびっくり、怖じ気づくように周りを取り囲んでいた。

			　やがて、一番最後にやって来た体育教師が駆け寄り、なにやら応急手当を始める。救急車のサイレンの音が近づいてくる。

			　白衣の男が二人、担架に森さんを乗せ、後ろから救急車に運び入れて戸を閉めるその時点までは、少なくとも彼女は生きていた。そのはずだ。

			　その日は臨時休校となった。

			

			　ガラ空きの電車に揺られながら、僕は森さんのメモを読み始めた。

			　それは彼女の遺書であり、日記でもあった。

			　森さんを死へと追いやった者達への、それは断罪と告発の書でもあった。

			　彼女はいじめられていたのだ。

			


			　淡々とメモは語る。その飾り気のない文体の裏にどれほどの怒りと悲しみとやるせなさが込められているか、とても語り尽くせるものではない。僕に出来るのは、だからそれをただ引き写すのみだ。それが一番彼女に対して誠実な態度だと思うから。

			

			「無視されている。理由が分からない」

			「毎晩のようにいたずら電話が掛かってくる」

			「かばんに白いマジックで『ヤリマン』と落書きされた。中身は絵の具でぐちゃぐちゃに汚されていた」

			「髪の毛に火を付けられた。死ぬかと思って助けを呼ぶと、騒ぐな馬鹿、と、掃除のバケツに溜まった汚い水を掛けられた」

			「弁当に犬の糞を入れられた」

			「上履きがカッターか何かでズタズタに切り裂かれていた」

			「挨拶代わりに胸を揉まれるのが当たり前になってしまった。死ぬほど嫌なのに、文句も言えず、黙って耐えるしかない」

			「明日までに五万円持ってこいと言われた。無理だと言うと、伝言ダイヤルで客を取れと命じられた。口と手だけならいいだろうと言われて、私は逆らえなかった。その日食べたものはみんな吐いてしまった。洗っても洗ってもあの匂いが落ちない気がして、何時間も手を洗い、口をゆすいだ。私の値段は７万円だった。余った２万円は、川に捨てた」

			「おしっこをするところを写真に撮られた。あれを誰かに観られたら、死ぬしかない」

			「生徒指導の先生から、それとなく問い詰められた。私が援助交際をしているという噂があるらしい。バレたらどうしよう、否定しながらも、自分の吐いている嘘が怖くて泣いてしまった。先生はいいように勘違いしてくれたようだった」

			


			　……何が原因だったのかは分からない。

			　しかし、一度始まってしまった「いじめ」はどんどんエスカレートし、やがて、まるでずっと前から当たり前にそうだったかのように常態化した。

			　彼女は追い詰められていた。誰にも相談できず、一人、凍えた心にくさびを打ち込むようなクラスメイト達の仕打ちに、ズタズタに傷つけながら、それでもひたすら耐えていた。

			　他にどうすることも出来なかったのだ。

			　やがて、みずみずしく純粋だったはずの彼女の心も、乾ききり、ひずみ、ひび割れ、破局は訪れる。

			　自殺決行直前の記述が、胸を打つ。

			「生きていることが辛い。明日も学校があるということが怖い。何もかも全部無くなってしまえばいいのに」

			　虐げられた者すべての心情を、この言葉がまさに代弁している。

			

			　変わり映えのしない毎日、行き交う者たちは数ばかり多くてどれも大差ない量産品。

			　生きていることが、ただ死んでいないということしか意味しない、まったくの惰性。

			　僕たちはまさしく無意味を生きている。無駄を呼吸し、無策を食して、無為に腐っていく。

			　すぐ隣で彼女が生きた地獄となんの関わりもなく、僕は平穏を貪って堕落していく。

			　この何もかもがどうしようもなく終わってしまった世界で、僕たちが自分で選び取れる唯一のもの。

			　それは、死ぬということだ。訪れる死を待つのではなく、死を追いかけ、つかまえてしまうことの中にのみ、それはあるのではないか。

			　そして彼女は、実行してしまった。それだけが彼女に残された唯一の方法だった。その余人にうかがい知れぬ絶望。

			　僕は彼女を理解したい。そうしなきゃいけない。それがこのメモを受け継いだ僕の責任であり、場しのぎの嘘ばかりが横行するこの世界でただ一つ信じるに足る、命がけの絆というものだ。

			

			　自殺数日前の記述だ。

			「男子たちに屋上でレイプされた」

			　彼女を犯した数人のクラスメイトたちの名前がその後に続く。

			　彼女に直接に死を決意させた、最後の一押しとなった屋上の事件について、このメモは簡潔にそういった事実だけを述べていた。

			　詳細に思い出すのも辛い出来事だったのだろう。

			　しかし何かが、それをこのメモに書き留めて置こうと思わせたのだろう。

			　その短い記述の中に、どれだけの無念が込められているか。目を閉じて想像するだけで涙がこぼれる。

			


			　その日の放課後、森さんを呼び出した連中は、ともかく何らかの方法で鍵を入手し、屋上で待っていた。

			　我が校の屋上は、通常は閉鎖されている。どうやって鍵を手に入れたのかは分からない。

			　しかし、錠前一つ開けてしまえば、そこは逆に教師達の目も行き届かない盲点、青天の密室と化してしまうのだ。

			　たとえば、頭上で陰惨な輪姦が行われていたとしても、誰も気づきすらしないような……。

			

			「いやっ……！　やめて、やめてください！」

			　生臭い肉棒をだらりと垂らして、三人が彼女へと迫る。

			「なあ、イイだろ？」

			「今更どうってことねえよな？」

			「だって、もう散々客取ってんだしな」

			　口々に勝手な事を言いつのる。援助交際で稼いだお金は、全部彼らに奪われていた。

			「なかなかいい稼ぎになったぜ。俺達ばっか潤ってちゃ悪いからさ、今日は俺達が森さんを援助してやろうと思ってさ」

			「そんな……い、いいです、別に……いやああっ！」

			　乱暴に腕を引き、外からも見えないように給水塔の裏へと連れ込む。

			　塗装が剥がれ錆びた鉄の匂いがするじめじめとした狭い空間に彼女を押し込むと、男達は既にベルトを外して、ズボンを脱いでいる。

			　何が始まろうとしているかは、もはや明確だった。

			「これはレイプじゃないぜ？　いつも森さんがやってる商売の、まあ、出張サービスみたいなもんだ」

			「だからチクったりなんかしないでくれよ？　そんなことしたら、森さんがウリやってるのだって全部バレちゃうんだからな？」

			「俺達と森さんの友情にもヒビが入っちまう。それはよくないよな？」

			「そういうわけだから、お友達感覚でお願いするぜ。ひゃはっ！」

			　森さんの身体は、既に援助交際によって汚れている。他の同級生にはとても出来ないようなことが、彼女を相手にすれば平気で出来た。彼らにとってはいい玩具だった。

			　少年達の獣欲が、とうとう、いじめという形ではなく直接的に彼女の肉体へと向けられたのだ。

			「しゃぶれよ」

			　鼻先に突きつけられた半勃起状態、皮を被ったそれからは、嫌な匂いがした。

			　しかめ面をしながらも、逆らうことは出来ない。森さんは要求されるまま、舌を伸ばす。

			「あむっ……」

			　森さんの小さく柔らかい舌は唾液でぬらりと光を照り返し、いかにもなまめかしく、少年のモノを這う。

			　裏筋を、袋の根元から、ひたひたといやらしく唾液を絡ませながら舐めあげる。

			「ん……ちゅ……」

			　唇で先端のふくらみをついばみ、滑らせるように亀頭のかりを引っかけ、擦る。

			「ふむ……れりゅ……」

			　皮の間を割って、くびれをこそぐようにして、外気に余り当たっていない敏感なところを刺激する。

			　尿道口を悪戯するように突っつく舌先が、甘い痺れを背筋に走らせる。

			「く……こいつ……」

			　少年は驚いた。森さんの真面目な容貌からは予想も付かない絶妙な愛撫に、腰が抜けそうに気持ちよかった。

			　嫌な時間を少しでも早く終わらせるために、森さんは巧みな舌技を身につけていた。

			　客に教わった技術もあったし、自分から研究したものもあった。

			　目の前の自分と同い年の少女が、強いられた関係であるにも関わらず能動的に卓越した性戯の限りを使いこなしているという興奮に、少年は震えた。

			「たまんねえ……！　こいつ、真面目ぶってる癖にちょお巧え！」

			　今まで遊んだどんな女よりも、森さんのフェラチオは上手だった。ほぼ毎日一人か二人は客を取っていたのだ。そこらのコギャルとは比べものにならないほどの経験と技術の蓄積だった。

			「なあ、俺のもやってくれよ？」

			　少し離れたところでモノを軽くしごきながら待っていた男が、じれったそうな声でそう言った。

			「何言ってんの、下も上も埋まってんだろ」

			　呆れて男がたしなめる。口は彼が、そして性器はもう一人の男が顔を押しつけて占領していた。

			「手は空いてんじゃん。見てたら、もうなんかたまんなくて……」

			「順番も待てねえかよ、せっかちだな」

			「手コキでいいからさ、な？」

			　……森さんは何も答えず、そっとその透き通るように白い手を差し出した。

			「くうっ、話せるなあ」

			　少年はもうがちがちに硬く猛ったものを、その滑らかな指に押しつける。

			「ひんやりして、すべすべして、気持ちイイ～」

			　このために短く切りそろえた爪先で、先端のくびれを時々くすぐり弾きながら、森さんは巧に少年のペニスをしごき始めた。

			　手だけで満足してくれるお客さんも結構いた。むしろその方がいいという者さえいた。

			　彼女としてもそっちのほうが都合はいいわけで、手や指を使う技術にも磨きを掛けることになったのだった。

			

			「なあ、入れてもイイだろ？」

			　股間を責めていた小年は、盛り上がった土手の部分に軽く擦りつけながら、森さんの耳元でそうささやいた。

			「ふむぅ、むぅぅっ……！」

			　口の中には別の男のモノがある。言葉を発することは出来ない。苦悶の声だけで答えた。

			「いいんだよな？　つーか、別に初めてってわけじゃねえだろ？」

			「もう何十人からウリやってんだ、そりゃねえだろ」

			「じゃあ構わねえよな？　料金にちょっと色付けるからよ？」

			　涙目で何かを訴えようとする森さん。しかしその思いはただもごもごと喉の鳴る音になるばかりで、通じるはずはなかった。

			「入れるぜ……んっ、……くっ！」

			　ぐい、と、乱暴に腰を突き入れた。

			「んむむ……んくぅぅぅぅ！」

			　声にならない悲鳴をあげて、森さんは背を反り返らせ、うめいた。

			「げっ！」

			　ざらりと嫌な感触がして、少年は驚いて結合部に目をやった。

			　腰が少し引け、せり出したモノから、赤い雫がぽたりと落ちた。

			「ウッソ、マジかよ？　もしかしてガチ処女！？」

			　恥ずかしいのか悲しいのか、あるいは悔しいのか。真っ赤に上気した顔を横に向け、視線をそらす森さん。

			「んだよ、初モノかよ～」

			「信じらんねえなあ、お口のほうはこれ、プロ級だぜ？」

			「処女でプロのテク持ってんのかよ、すげー変態じゃん」

			「なんか俺、ちょっとザイアクカン感じちまうなあ」

			　などと嬉しそうに言い放つ男達。実際、処女とやるのは初めてだった。

			「後でちゃんと多めに出してやれよ。まあでも、舌まで使うヤリマンに今更処女も糞もねえだろ」

			　ぐりぐりと頬の内側にモノを押しつけながら上の男はそう言った。

			「くそー、いいなあ。お前ジャンケン勝ったくらいですげえ得してんじゃん」

			「こういうときに日頃の行いの差が出るわけよ。お前もなんなら、他の『初めて』もらえばいいじゃん」

			「なんだよそれ」

			「この分じゃケツのほうだって未開発なんじゃね？」

			「うっわ、マジで言ってんのかお前、鬼畜ぅ」

			「ハハッ！　前と後ろのダブル喪失かよ」

			　森さんは、要求されるままに唇を、掌を、性器と膣を、男達に捧げた。

			　引き裂かれた純潔、開いた傷口からはとめどなくあふれ出る純血、痛くてたまらないのを懸命に堪えながら……。

			「へへ、やっぱ森さんだって、初めての相手がエンコー親父じゃ嫌だよなあ？」

			　勝手な事を言う男達。森さんがどんなにへばっていても、途中でやめてやろうなどという思いやりがあるはずもない。

			「うっ……くっ……きひぃっ……！」

			　傷口を擦り付ける凶器、乱暴に猛った血みどろの狂気、悲鳴を上げながら、早く終わってくれと祈るしかない森さん。

			「うおおお……！　お、俺、もうっ……！」

			　唇の中でぶくりといっそうふくれあがるモノ。射精が近いことを、そちらは経験豊富な森さんは直感で悟った。

			「う、あ、あ、あ……そんな、速くしたら……！」

			　同時にこちらも片付けようと思ったか、それとも本能的にか、森さんは手コキのスピードも速めて、後の二人と同時に絶頂へ導こうとする。

			「うああああっ……！」

			「んっ……くああっ！」

			「出るっっ……！」

			　三者三様のうなり声をあげて、厚い友情ゆえか、綺麗に同時に頂点に達し、男達は白い毒液を存分に発射した。

			「……！　ふむむぅぅ！」

			　口の中に、掌に、顔に、髪に、そしてお腹の中に……出された。

			「はぁ……ふぅ、気持ちよかったぜ、森さん」

			　生臭く粉っぽく、何度口に受けても慣れない、鼻につく匂い。

			「森さんの手、俺ので糸引いてべちゃべちゃだぜ……」

			　粘つく感触に、中途半端に開いたままの指を閉じることさえ気持ち悪い。

			「うわ、血まみれだっ……、初モノはこれだからなあ……」

			　熱く、刺すように熱く下腹部を浸していく毒液。

			　ぬぷりと水音を立てて抜かれたペニスから、ぽたりぽたりと、破瓜の血に塗れて桃色になった精液がしたたった。

			「…………」

			　口々に勝手な感想を言い合って余韻に浸る少年達を前に、既に思考を停止してされるがままの森さんは、何も言わず、へたり込んでいる。

			「さて、これからどうすっかなあ？」

			「やることやっちまったしなあ」

			「うーん……」

			　しかし、そこは若い三人だ。ぐったりと横たわる哀れな屍体を見ているうちに、まだまだやり足りぬと、股間の毒蛇はまた鎌首をもたげる。

			　あるいは、この不毛な獰猛さこそが、この空虚な時代に生まれてしまった現代の若者の鬱屈の向かう終着駅なのかもしれなかった。

			「これで終わりってのも寂しいだろ。だいたい、さっき言ってたじゃん、まだ『初めて』が残ってるってさ」

			「おいおい、マジかよ」

			「お前だってまだイケんだろ？　そら、ポジション交代しようぜ」

			「ローテーションだよ、ローテーション」

			　男子は今、ちょうど体育の授業でバレーボールをやっているところだった。

			「そうだな、じゃあ次は俺が口」

			「おいおい、お前の血まみれじゃねえか、それ舐めさせる気かよ、外道だな」

			「じゃあ俺ケツな。うっひょー、俺だって初めてだぜこんなの」

			「そんで俺が手かよ。とほほ、なんでこんなジャンケン弱ええの、俺」

			　実に楽しそうだった。森さんは、ただ呆然と横たわり、次に起こることを待っていた。

			「へへ、俺は優しいからな、ちゃーんとほぐしてやるぜ？」

			「当たり前だろ。無茶するとケツ穴壊れちまうからな、丁寧にやれよ？」

			「経験者は語るってか？」

			「バッカ、ちげーよ」

			　森さんの太ももに指を掛け、ぐい、と割って持ち上げる。

			　長い髪を引っ張り、血まみれのモノを眼前に突きつけ、行為の続きを要求する。

			　言葉で命じるまでもない、以心伝心のコミュニケーションだった。

			　淀んだ瞳でただこくりと頷き、森さんはおずおずと舌を出す。

			　地獄の宴は、まだ始まったばかりであった。

			


			　……数時間後。

			　だいたい４巡ほどして、さすがに三人とも腰が立たなくなってきた。思う存分出し尽くし、けだるい雰囲気に包まれていた。

			「あー、なんか楽しみ過ぎちゃったなあ、空が黄色いぜ」

			「バカ、こりゃ赤いんだよ、もう夕方だぜ？」

			「しかし、これでこの値段は安いよなあ」

			「お友達価格、出血大サービスってことよ。実際この通りの大出血だしな！」

			　指さす先には、彼女の純血の証、赤い血だまりが出来ていた。

			「ぶはは！　何勝ち誇った表情でくだらねえこと言ってんだよ」

			「ベタベタじゃねえか！」

			　愉快そうに笑いながら、男達はズボンを掃き直す。裸で要るには、屋上はあまりにも寒い。

			　そんな男達の言葉は、届いているのかいないのか。

			　呆けた顔を夕空に向けて、コンクリートの床に四肢を投げ出して、白い肌もあらわに森さんは転がっていた。

			　欲望の白濁液に汚された身体を拭うことも出来ず、なにか決定的な喪失感に堪えるように、ただ空を見上げて呆けていた。

			　少年達は懐から千円札を数枚取り出して彼女の精液にべたつく顔へと投げつけると、逃げるようにその場を立ち去った。

			　互いの横顔に、後ろ暗い行為に特有の共犯意識からくる醜い笑みを張り付けて。

			　この現代においては、悪事こそが少年を最も強く結びつけるものなのだ。

			


			　……噂に聞くところでは、その後も彼女は何度か屋上で同級生の「客」を取らされたらしい。

			　つまり彼女は、男子たちの「公衆便所」になったのだった。

			

			　数日後、森さんは自殺した。

			

			　授業中に突然窓から飛び降りるというセンセーショナルなやり方に、マスコミも一時は熱心に取材攻勢を仕掛けていたが、他にも話題性のある事件はたくさんあったのだろうか、やがて沈静化し、何事もなかったように学校は平常の体制を取り戻した。

			　既に周知のものであるいじめの事実を否認したままの、校長のむなしい訓話が、寒々とした冬の青空に不快なハウリングを効かせて響き渡る。

			「どんなに辛いことがあっても、悲しいことがあっても、死んではいけません。それだけは、いけません」

			　そりゃ実際、学生に自殺されたら学校や先生がまず困るからね。

			　僕たちにだってそのくらいの理屈は透けて見える。白々しい保身。それがこの時代の大人の本質だ。

			　こいつらじゃダメだ。僕たちだからこそ、いや僕だからこそ、彼女の本当の思いを継げるのだ。

			　大人達には分からない、僕にしか、出来ないことなんだ。

			　彼女の苦しみを、悲しみを、怒りを、悔しさを、忘れてはならない。

			　真の悪を糾弾し、彼女の無念を晴らすためにも、僕はこの事件をいずれ一本の小説にまとめて世に出さなければならない、とこの時決意した。

			　僕は作家志望なのだ。

			

			　退屈な臨時朝礼は、まだまだ続くようだった。

			　クラスメイト達は悪態をついている。

			　僕はそっと瞼を閉じ――多分この場にいる中で、真面目に彼女を悼んでいるのは僕だけなんだ――、そんな思いに目尻を潤ませるのだった。

			

			（了）

			


			拝啓　新人賞選考委員の皆様

			

			　以上が僕の体験した全てです。

			　森さんという一人の少女の死を通じて僕が感じたこと。

			　メメント・モリ、死を忘れるな。

			　時代が忘れた教訓がここにはあるんじゃないでしょうか。

			　僕のすぐ側で確かに生きていた彼女の思い出を、せめて形にして残すために、僕は余すところ無く全てをこの作品に書きました。

			　問題作かもしれません。ですが、命の価値を見失った現代の若者たちにこそ、このような作品が必要なのです。そして、その若者の一人である１８歳の僕こそが、それを今直に感じているのだと思います。

			　もし賞をいただければ過去最年少となる若輩者ですが、どうぞよろしくお願い致します。

			

			草々（原文ママ）

			


			　……以上が、少年Ａが大胆にも歴史ある某社文学新人賞に送りつけた「作品」（などとは呼びたくないが）の全文である。

			　信書隠匿に当たるのはもちろんだが、少女Ｍの自殺の原因となった極めて悪質ないじめ事件における証拠隠滅、事後共犯とさえ言えるものであり、このいわば「犯行声明」を司直の手に委ねた出版社の判断は、妥当であろう。

			　クラスメイトの自殺さえも文学として消費してしまおうというその態度は、虚構と現実の区別のつかないヴァーチャル世代、病的な自意識肥大、ゲーム感覚の劇場型犯罪、すなわちこの現代の少年犯罪の問題をまさに象徴するものではないだろうか。

			　このルポルタージュは、まさしくこの事件が映し出すそのような少年達の心の闇をこそ追うものである。

			　このような、興味本位ではなくあくまで社会正義に沿った主旨の元に、私は何度か取材を申し入れたものの、少女Ｍのご両親からは残念ながらご承諾はいただけなかった。

			　娘を失った悲しみから一日でも早く抜け出したいと願うご両親は、全ての取材を断っているのだと伝え聞いた。

			　結果として、誠に残念ながらこの記録が遺族の証言という重要なファクターを欠いたものになってしまったことは、ここで断っておきたい。

			　若干の誤解と感情的行き違いがあり、この連載記事を通して私とご遺族との間に不幸な衝突が生まれてしまったことは、残念だ。

			　しかし私は少女Ｍのプライバシー、思い出したくもないであろう過去を、ただ興味本位で穿り返したいのではないのだ。

			　このまま事件を忘却の闇へ葬ることこそが彼女の尊厳への真の陵辱であると私は考える。

			　種々の法的な問題の解決は司法に委ねるとして。

			　ジャーナリズムの使命、全ての真相を明るみにし、現代社会への警鐘を鳴らすことが、彼女の無念を晴らし真の意味で冥福を祈ることにも繋がるだろうということを、私は確信している。

			　残念ながら主旨をご理解いただけなかったとはいえ、いずれはご遺族の方々、そして天国のＭさんご自身にも、納得頂ける日は来ると信じる。

			　なお少年Ａは少女Ｍのご両親から訴えられ、係争中である。

			　文中「森」とあるのは、無論仮名である。プライバシーを考慮して私が置き換えた。

			

			（尾前茂那著「ヴァーチャル世代の自殺ゲーム　少年達の希薄な生と死」（民明書房）より一部抜粋）


			■電子書籍版後書き

			　もう１０年近く前になるのかなこの小説。今回弄らずに出してます。手元に出せるのがこれしかなかったもので……いずれ、新作を発表していきたいです。
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